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 変
更
処
理
を
早
め
に
行
う
た
め
、
監
督
官
や
、
担
当
技
術
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
計
画
、
準
備
、
施
工

を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
、
工
事
を
無
事
故
で
完
成
出
来
た
こ
と

が
、
良
い
評
価
を
得
ら
れ
た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。 

監
督
官
や
、
担
当
技
術
員
の
御
指
導
、
御
協
力
も
あ
り
弊

社
職
員
、
現
場
作
業
員
、
協
力
業
者
に
協
力
し
て
頂
い
た
事

で
、
発
注
者
の
希
望
に
迅
速
に
対
応
で
き
た
事
に
感
謝
致
し

ま
す
。 

今
回
を
励
み
に
、
皆
様
に
喜
ば
れ
る
仕
事
が
出
来
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

「
Ｈ
１
９
管
内
道
路
予
定
地
管
理
そ
の
他
工
事
」
の
施
工
に
あ
た
り 

株
式
会
社 

島
田
組 

土
木
部
主
任 

本
橋 

 

繁 

工
事
の
対
象
地
区
は
相
武
国
道
事
務
所
管
内

で
事
業
を
進
め
て
い
る
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動

車
道
（
圏
央
道
）
・
国
道
二
十
号
（
八
王
子
バ
イ

パ
ス
）
・
国
道
十
六
号
道
路
拡
幅
な
ど
に
関
わ
る

工
事
で
し
た
。 

 

工
事
の
対
象
と
な
る
地
区
も
相
武
国
道
事
務

所
の
管
内
と
あ
っ
て
高
尾
を
中
心
に
瑞
穂
町
か

ら
愛
川
町
ま
で
の
広
範
囲
で
各
工
事
を
行
う
も

の
で
し
た
。 

施
工
指
示
が
出
て
も
場
所
や
地
名
が
分
か
ら

ず
道
に
迷
い
、
た
ど
り
着
か
な
か
っ
た
事
も
あ
り

ま
し
た
。 

工
事
の
内
容
で
は
、
事
業
用
地
の
取
得
に
伴
う

立
入
防
止
柵
の
設
置
や
事
業
用
地
の
除
草
な
ど

維
持
工
事
の
他
、
本
体
工
事
で
出
来
な
か
っ
た
残 

工
事
や
、
発
注
前
で
対
応
が
難
し
い
も
の
。
ま
た
は

各
自
治
体
へ
の
対
応
、
地
元
住
民
へ
の
対
応
な
ど
の

工
事
で
緊
急
を
要
す
る
よ
う
な
施
工
を
行
い
ま 

し
た
。 

 

今
回
の
工
事
で
は
指
示
が
出
て
、
す
ぐ
に
対
応
し

施
工
に
か
か
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

現
場
が
広
範
囲
の
こ
と
や
、
緊
急
を
要
す
る
こ

と
。
数
カ
所
で
同
時
施
工
な
ど
、
様
々
な
調
整
や
、

手
配
が
必
要
で
し
た
。 

 

各
出
張
所
や
各
監
督
管
詰
所
な
ど
の
事
業
所
か

ら
指
示
が
出
る
と
、
打
ち
合
わ
せ
や
立
会
い
な
ど
を

行
っ
た
時
点
で
即
段
取
り
を
行
い
、
打
ち
合
わ
せ
の

移
動
に
は
高
速
道
路
を
使
用
す
る
な
ど
、
時
間
の
短

縮
と
作
業
の
手
分
け
を
行
う
な
ど
工
程
短
縮
を
実

行
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
規
工
種
が
多
い
中
、
設
計 

 

道
路
改
修
工
事
の
う
ち
仮
人
道
橋
設
置
工
事
及
び
補
償
代
行
工
事
（
西
―
駒
木
の
２
） 

有
限
会
社 

井
上
土
建 

現
場
代
理
人 
井
上 

英
章 

 

本
工
事
は
道
路
改
修
工
事
（
凱
旋
橋
）
で
新
し

く
橋
を
掛
け
直
す
為
の
仮
人
道
橋
の
設
置
と
補

償
代
行
（
擁
壁
）
工
事
で
し
た
。
現
場
着
手
に
先

立
ち
［
工
期
の
遵
守
・
周
辺
関
係
者
へ
の
配
慮
・

無
事
故
無
災
害
］
を
工
事
目
標
に
掲
げ
、
工
事
内

容
や
周
辺
状
況
等
の
把
握
を
工
事
関
係
者
全
員

に
徹
底
し
ま
し
た
。 

工
事
着
手
前
は
速
や
か
に
周
辺
関
係
者
や
関

係
各
所
に
工
事
説
明
・
理
解
・
協
力
の
お
願
い
に

行
き
、
着
手
後
直
ち
に
環
境
調
査
を
開
始
す
る
と

共
に
仮
人
道
橋
で
使
用
す
る
東
秋
留
橋
の
転
用

材
の
数
量
、
損
傷
具
合
の
調
査
を
行
い
、
転
用
材

の
使
用
判
断
や
不
足
材
の
数
量
調
達
に
努
め 

ま
し
た
。
ま
た
鋼
材
使
用
計
画
書
を
作
成
し
、 

工
事
係
、
工
区
の
担
当
者
と
共
に
確
認
を
行
い
ま

し
た
。 

架
設
計
画
で
は
作
業
エ
リ
ア
が
狭
く
交
通
量

も
多
い
為
、
何
度
も
関
係
者
の
方
々
と
現
地
に
て

立
会
調
査
協
議
を
行
い
、
ク
レ
ー
ン
の
設
置
位
置

や
資
機
材
の
搬
入
時
間
等
を
入
念
に
打
合
せ
し

た
事
に
よ
り
作
業
の
流
れ
や
最
注
意
事
項
が
工
事
に

携
わ
る
職
員
全
体
に
浸
透
し
事
故
も
な
く
無
事
に
遂

行
で
き
ま
し
た
。 

 

車
両
規
制
や
杭
打
ち
作
業
に
よ
る
騒
音
・
振
動
が

発
生
す
る
事
が
予
想
さ
れ
る
時
は
、
事
前
に
近
隣
住

民
に
説
明
に
伺
い
、
施
工
中
は
障
害
に
係
る
近
隣
住

民
宅
に
行
き
、
障
害
状
況
の
確
認
配
慮
を
行
い
、 

 

ご
協
力
を
得
ま 

し
た
。 

ま
た
、
施
工 

中
に
疑
義
が
発 

生
し
た
時
に
工 

区
、
事
務
所
の 

各
担
当
者
の
素 

早
い
対
応
を
頂 

き
対
処
す
る
事 

が
出
来
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な 

ご
協
力
を
得
た 

事
に
よ
り
工
事 

 

 

 

 

目
標
を
達
成
す
る
事
が
出
来
、
無
事
工

事
を
完
了
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

最
後
に
西
多
摩
建
設
事
務
所
工
事

係
、
工
区
の
担
当
者
の
方
々
を
初
め
、

多
く
の
工
事
関
係
者
や
地
元
近
隣
関
係

者
の
皆
様
に
、
こ
の
よ
う
な
栄
え
あ
る

表
彰
を
頂
け
た
事
を
ご
報
告
す
る
と
共

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

◇ 

お  

知  

ら  

せ 

◇ 

①
大
型
工
事
現
場
視
察
実
施
の
ご
案
内 

 
 

（
事
業
委
員
会
） 

・
日
時 

 

十
二
月
四
日
（
金
）
九
時
出
発 

・
定
員 

 

二
十
五
名
締
め
切
り
（
先
着
順
） 

 
 
 
 

 
 

・
視
察
先 

 
 
 

午
前 

首
都
圏
氾
濫
区
域
堤
防
強
化
対
策
工
事
現
場 

 
 

場
所
：
埼
玉
県
吉
川
市
八
子
新
田 

地
先 

（
発
注
者
・
国
交
省
江
戸
川
河
川
事
務
所
） 

午
後 

東
京
外
か
く
環
状
道
路
工
事
現
場 

 
 
 
 
 
 
 
 

場
所
：
千
葉
県
松
戸
市
上
矢
切
～
市
川
市
高
谷 

 

（
発
注
者
・
国
交
省
東
京
外
か
く
環
状
国
道
事
務
所
） 

 
 
 
 

会
費 

一
人 

二
，
〇
〇
〇
円 

 
 
 
 

申
込
期
限 

 

十
一
月
二
十
日
（
金
）
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 

参
加
希
望
者
は
、
組
合
事
務
局
ま
で
申
込
下
さ
い
。 

 

②
技
術
講
習
会 

 
 

 
 
 

（
西
建
協
・
若
手
経
営
者
の
会
） 

日
時 

十
二
月
二
日
（
水
）
午
後
三
時
～
五
時 

会
場 

建
設
会
館 

三
階
会
議
室 

講
習
テ
ー
マ 

〇
コ
マ
ツ
Ｐ
Ｃ
２
０
０
―
８
Ｅ 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
構
造
機
能
と
効
果 

 

〇
コ
マ
ツ
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
「
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｓ
（
カ
ム
ズ
）」
製
品
紹
介 

 

〇
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
（
各
種
製
品
説
明
） 

 
 
 
 

講
師
：
コ
マ
ツ
建
機
販
売
㈱
営
業
技
術
課
長 

須
田
氏 

 

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｓ
事
業
部 

山
本
氏 

〇
出
席
対
象
者 

組
合
員
・
賛
助
会
員 

〇
申
込
期
限 

 

十
一
月
二
十
五
日
（
金
）
ま
で 

建 設 業 年 末 年 始  
労働災害防止強調期間 

１２月１日～２２年１月１５日 

 

◇受講生募集案内◇ 
日建学院認定校青梅校からの案内 

－合格のための受験準備講座－ 
○２級建築士学科（日曜）コース  
  講義日程 １２月中旬スタート 

○１級建築施工管理技士学科講座 
  講義日程 ２月初旬スタート 

○１級土木施工管理技士基礎講座 
講義日程 ３月中旬スタート 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」とし

て青梅教室を開講いたしますので、会員企業の皆様

からの受講問合せ（受講申込）等の連絡をお待ちし

ております。 
＊詳細説明は随時致します。 
＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先  
  青梅校（西建協）事務局 0428-22-6245 石川 
  日建立川校 042－527－3291 担当：澤田 
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 １０ 月 事 業 報 告  

２日 労働衛生週間工事現場パトロール 
６日 事業委員会及び第１７回地区別ソフトボール 

大会実行委員会開催 
９日 広報委員会１８３号編集発行 

１４日 あきる野地区委員会 
１９日 総務委員会 
２１日 理事会 
２４日 第１７回地区別ソフトボール大会 
    青梅市民球技場 優勝チーム 羽村地区 
２８日 西多摩地区建設業界暴力団等排除協議会 
    平成２１年度研修（講演）・総会開催     

会場：福生市民会館小ホール ９５名出席  

 １１ 月 事 業 計 画  

９日 広報委員会１８４号編集発行 
１３日 あきる野地区委員会 
１３日 第１８回暴力団追放都民大会参加 
１６日 総務委員会 
１８日 理事会 
２７日 第１１回 西多摩地区安全衛生大会の開催  
      １３時３０分～１６時３０分  
    場所：羽村市生涯学習センター  

ゆとろぎ小ホ－ル （西多摩分会）  
 
 

《１０月２１日（木） 理事会報告》 
①報告事項 
・各委員会事業報告 

②審議事項 
・賛助会員加入の件  承認 
  東京日野自動車㈱ 瑞穂支店 

・青梅校 管理者募集の件 

・暴力団排除協議会 第４回総会運営最終確認 
・建通新聞 新年広告依頼の件 
・第１８回暴力団追放都民大会参加の件 
・組合創立６０周年（都知事感謝状申請） 

    「東京都知事及び産業労働局長」 
感謝状候補者選考承認の件 

 

 写真が語る西多摩（今昔） 第 8 回 

◇五日市仲町（都道・桧原街道） 
  昭和３０年代の仲町商店街、ここは五日市町の中心部で「かつては五日市

銀座」と呼ばれていました。写真は桧原方面を向き遠方の山並みは、変わら

ない。拡幅された主要地方道３３号（上野原あきる野線）の現在桧原街道。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇日光街道（瑞穂町箱根ヶ崎） 
  日光街道は、八王子の千人同心が日光東照宮を警護するために往還した道。 
 下の左写真は、明治時代の家並み。江戸時代の街道の雰囲気が見られる。 

現在の日光街道は一般都道２１９号（狭山下宮寺線）となっている。 
ここでは旧街道の痕跡を見つける事は難しい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇次回の掲載は、紅葉の奥多摩駅、青梅市内の今昔の様子を予定。 

  皆様方にお願い致します。特に福生、あきる野市方面の古い写真を探して

おりますので、組合事務局までご一報下さい。 
      広報委員会 写真が語る西多摩（今昔）担当委員  

        賛助会員ＰＲコーナー №１６  
 

㈱東リース あきる野営業所 
 
平素より西多摩建設業協同組合の皆様方には格別のご高

配を賜り厚く御礼申し上げます。 
弊社は平成１６年４月にオープンして６年目を迎える事が

出来ました。これも一重に西建協の組合員皆様方のご協力の

賜物と感謝しております。 
「地元のお客様とともに発展し、地域に安心と信頼を奉仕す

る」営業所を所訓に所員一同がんばっております。 
今後もサービスの向上と地域に合った商品の提供を目指し、

より一層努力してまいる所存で御座います。 
今後とも何卒ご支援の程、宜しくお願い申し上げます。 

 
 

 

   
 

東京都あきる野市下代継 ２―１ 
ＴＥＬ ０４２―５５８―４２５１ 
ＦＡＸ ０４２―５５８―５１０５ 

所 長  鈴 木 雅 人 
   所 員 一 同 

                            

東リース 
総合建設機械具・建設足場・レンタリース・販売・修理 

用途に応じた土木・建設機材をお届けいたします。 
 

  
 

第１７回地区別ソフトボール大会の報告 
青梅市民球技場（野球場Ａ／Ｂ面使用）において、「西建協特別ルール 

（守りは１０人、攻撃においては各チーム参加者全員が順番にバッターボ  

ボックスに立つ）」行なわれました。 

 第一試合は予定時刻より５分早く始まり、Ａグランドは羽村地区チームが  
勝ち進み、Ｂグランドの勝ちチームは奥多摩地区チームとなりました。 
第二試合の決勝戦は羽村地区チームが勝ち前年度同様優勝しました。 
Ｂグランドの３位決定戦は、あきる野日の出桧原地区チームが勝ちました。  

１回戦  
（Ａグランド）  

あきる野日の出桧原 ０ ０ ０ ０ １ ０   １ 
羽   村 ０ ０ ２ ４ ０ ４  １０ 

（Ｂグランド） 
奥 多 摩 ４ ０ ６ ８ ０ ３  ２１ 
青   梅 ０ ０ １ １ ０ ０   ２ 

 
 
 
 
 

 
 

 

 

  

羽村地区チーム 



 


